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１．まえがき 

少子高齢化が進行する一方,核家族化が進行しており弱者

（高齢者,子供,障害者）を支える人たちが,常に側にいられる

とは限らない.そのため,弱者の警告症状を見落としてしまう

可能性がある. 

本稿では,弱者の様々な状態を,携帯電話網や無線 LAN を介

してインターネット上のサーバに蓄積し,見守る側はいつで

もその状態を閲覧できるようにする.異常検出時には直ちに

見守る側に通知し,エンドエンドの通信を可能にするシステ

ムの提案を行う. 

 

２．既存技術 

（1）どこイルカ 

 弱者を見守るシステムとして,どこイルカ[1]が商品化され

ている.弱者が専用端末を所持し,位置情報を定期的にインタ

ーネット上の管理サーバに送信する.サーバには位置情報が

蓄積され,現在位置を確認したい場合はいつでも現在地を確

認できる.また,登録エリアの外に出た場合には,見守る側に

現在位置と移動軌跡を通知することができる.しかし,このシ

ステムは弱者の位置情報を確認するためのもので,弱者の状

態を確認することはできない. 

（2）パトホン 

 異常時に弱者と通信するシステムとして,緊急通報システ

ムパトホン[2]が商品化されている.異常発生時に,常時身に

付けている無線ペンダントや有線の押しボタンを押すことで

任意の通報先に自動的に通報する.また,通報後,受話器を取

ることなくハンズフリーの会話ができ,速やかに状況確認が

取れる.しかし,このシステムは弱者が宅内にいることを想定

しており外出時は考慮されていない. 

 

３．提案方式 

 提案システムの構成を Fig.1 に示す.本提案では弱者にスマ

ートフォンを所持してもらい,各種センサから位置情報や行

動情報を取得する.取得した情報は携帯電話網や無線 LAN を

介してインターネット上の管理サーバに定期的に送信する.

管理サーバでは,受け取った情報をデータベースに登録する.

見守る側はサーバ内の情報を一般端末からいつでも閲覧でき

る. 

Fig.2 に異常検出時の様子を示す.スマートフォン側で何らか

Fig.1.Configuration of our Proposed System. 

Fig.2.Abnormality detection flow. 

の異常を検出した場合,管理サーバにアラームを報告し,管理

サーバからあらかじめ登録されたアドレスにメールにて通知

する.そして,弱者と見守る側がエンドエンドでハンズフリー

の通信を行い,相手の状況を確認することができる. 

 

４．まとめ 

 本稿では,弱者を抱える家族など,見守る側に対してサービ

スを提供するシステムの提案を行った.基本部分の実装を終

えており今後は評価を進めていく予定である. 
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 少子高齢化の進行 

 核家族化の進行 
• 弱者を支える人たちが
常にそばにいられるとは
限らない 弱者：高齢者、子供、障害者 

• 家族などがいつでも弱者を見守られるサービス
が必要 

• 異常時に弱者の状態を直ちに把握できるように
するシステムが必要 
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 現在問題視 高齢者の徘徊行動 

       ・散歩での迷子 ・突然の外出 

 

 

 弱者を遠隔地から見守るシステムの実現 

 弱者がどこにいても現在の状態を見守る人が知るこ
とができるシステムの開発 
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  弱者が専用端末を所持し,位置情報を管理サーバに送信 
◦ PHS基地局の電波の強さから位置情報を取得 

 位置情報が蓄積され, 現在地を確認可能 

  異常発生時には,見守る側に現在位置と移動軌跡を通知す
る. 

 

•  弱者の位置情報を

確認するためのもの
で,弱者の状態を確認
することはできない.  

出典：どこイルカhttp://www.dokoiruka.jp/ 
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 異常発生時に,常時身に付けている無線ペンダントや有線の
押しボタンを押すことで任意の通報先に自動的に通報する. 

 通報後,受話器を取ることなくハンズフリーの会話ができ,速
やかに状況確認が取れる. 

 
•  このシステムは弱者が宅

内にいることを想定してお
り外出時は考慮されてい
ない.  

出典：緊急通報システムパトホン
http://www.fukushima.iwatsu.co.jp 
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• スマートフォンの各種センサ(加速度､GPSなど)から弱者の状態と 

  位置を把握し管理サーバに送信 
• 行動情報を蓄積し個人ごとの通常行動範囲を取得 

• 管理サーバで通常行動を逸脱し異常と判定された場合はアラーム
メールを見守る家族に通知する 

• エンドエンドの通信を行う 
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定期送信（20分） 

アラーム指示 

位置情報 
歩数 
動作 

（脈拍、体温） 
（血圧、体組成） 

定期送信（1分） 

アラームメール 

随時閲覧 

エンドエンド通信 

閲覧 

SMS SP 

異常検知 

1. サーバで異常検知 
2. 見守る側にアラームメール 
   見守られる側にアラーム指示 
3.  定期送信間隔の短縮 
4.  エンドエンド通信 

SP 
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ＷｉＦｉ ３Ｇ 

             携帯網 
             無線LAN 

管理サーバ 

アラーム指示 アラーム指示 

見守る側（発信） 弱者（着信） エンドエンド通信 

登録先に発信 
（ワンタッチ） 

着信と同時に通話開始 
（ノータッチ） 

異常検知 
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 位置情報の取得 
◦ GPSから位置情報を取得 

 サーバに位置情報を蓄積 
◦ 位置情報から移動軌跡を表示 

 ノータッチでの通信 
◦ オープンソースのソフトフォンを 

◦ 改良しワンタッチで通話を開始 

◦ 着信側はノータッチで通話 
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 少子高齢化に伴い、弱者を見守るサービスが必要だが、 

 現在、見守るサービスが不足 

 これらの問題を解決するため、スマートフォンを利用し弱者
を見守るシステムを提案した 

 試作実装により、基本動作を確認した 

 今後は弱者の状態をより把握できる方法を追加していく予定
である 

    ハンズフリー通信 

 ビデオ通話 

 エンドエンド通信 
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END 
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